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●　はじめに　●

　ビジネスを進める上で、ネットワークは必要不可欠なものになっています。企業
においては、LANを構築しネットワーク上でさまざまなアプリケーションを用い
通信を行っています。
　企業の LANはレイヤ 2スイッチやレイヤ 3スイッチなどのネットワーク機器で
構築され、それらの機器においてさまざまな技術・機能を組み合わせることで成り
立っています。企業の LANを理解するポイントは「どのような機器でどのような
技術・機能を利用するか」です。

　本書は、ネットワークエンジニアの方が LAN技術を理解し、LANを構築する
ための知識を身につけていただくことを目的に全 8章で構成されています。

　各章の概要を簡単に紹介します。
　まず、第 1章ではネットワークの基本的な通信の仕組みについて解説しています。
そして、第 2章では企業 LANの構成例と利用するさまざまな技術や機能について
紹介しています。
　以降の章で、各技術や機能についての詳細を解説しています。
　第 3章は、LANの代名詞になっているイーサネット技術とレイヤ2スイッチの
仕組みについて解説しています。そして、第 4章では無線LANの基本的な仕組み
について解説しています。続く、5章および 6章はレイヤ 2レベルの重要な技術で
ある VLAN（Virtual LAN）とスパニングツリーの仕組みについて解説しています。
VLANによって企業 LANのネットワーク構成の自由度を高め、スパニングツリー
で企業 LANの信頼性を高めることができます。第 7章は、主にレイヤ3スイッチ
の機能として VLAN間ルーティングと VRRPについて解説しています。レイヤ
3スイッチのVLAN間ルーティングによって、LAN内の通信を高速に処理するこ
とができます。
　最後の第 8章では、ここまでの内容の総まとめとして Cisco Catalyst スイッ
チでの設定例について解説しました。

　本書を読まれた方が、LAN技術の理解を深め、ネットワーク構築の参考にして
いただけるならば、著者としてこれに勝る喜びはありません。

 2009 年 11月　Gene
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ネットワーク上の通信を実現するためのプロトコルとその組
み合わせであるネットワークアーキテクチャについて解説し
ます。

1.1
プロトコルと
ネットワークアーキテクチャ

 1.1.1 プロトコル

　コンピュータ同士が通信を行うためには、さまざまな「決まり事」が必要です。
たとえば、
　

・ データのフォーマット
・ データの表現方法
・ 通信相手の識別方法
・ 正常時の動作、エラー時の動作

　
などです。
　こうした通信を行う上での決まり事を プロトコル（ネットワーク プロトコル）
と呼びます。通信を行う機器同士は、同じプロトコルに基づいてネットワーク上で
の通信を行います。ただし、1つのプロトコルだけに、ネットワーク上の通信に必
要な機能を詰め込んでいません。1つのプロトコルにさまざまな機能を詰め込むと、
プロトコルが複雑になり開発が難しくなります。また、機能追加などの拡張性に乏
しくなってしまいます。
　そのため、ネットワーク上の通信に「必要な機能ごと」にプロトコルを定義して、
それらを組み合わせています。

 1.1.2 ネットワークアーキテクチャ

　通信を行うための一連のプロトコルの組み合わせを ネットワークアーキテクチャ
と呼びます。または、 通信アーキテクチャ、 プロトコルスタックなどとも呼びます。
　ネットワークアーキテクチャは、通信に必要な機能をモジュール化して、階層構造
で考えています。そして、各階層の機能を実現するためのプロトコルを定義しています。
　ネットワークの通信に必要な機能をどのように考えるかというモデルが、 OSI
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参照モデルです。

● ●OSI 参照モデル

　OSI 参照モデル（ISOが策定）は、ネットワークの通信に必要な機能を次の 7つ
の階層で考えています。
　

・  物理層
・  データリンク層
・  ネットワーク層
・  トランスポート層
・  セッション層
・  プレゼンテーション層
・  アプリケーション層

　
　階層構造は、次の図 1.1 のように物理層が最も下の階層でアプリケーション層が
最も上の階層です。物理層から順番にレイヤ 1（L1）、レイヤ 2（L2）と表現する
こともあります。
　こうしたOSI 参照モデルの階層に基づいたネットワークアーキテクチャとして、
「OSI プロトコル」があります。ただし、OSI プロトコルは一般的には利用されて
いません。OSI 参照モデルの 7階層の考え方は、複雑になりすぎてしまっているか
らです。OSI 参照モデルの 7階層よりも簡素化したTCP/IP のネットワークアーキ
テクチャが主に利用されています（次ページ図 1.2 参照）。現在、OSI 参照モデル
の 7つの階層は、ネットワークアーキテク
チャのモデルとしてではなく、ネットワー
クの機能や機器の特徴を示したり、ネット
ワークの状態について言及するときの「物
差し」として意味を持っています。
　たとえば、 レイヤ3スイッチやレイヤ
4-7 スイッチなどのネットワーク機器は、
OSI 参照モデルの階層に基づいた名称で
す。また、障害発生時に「このトラブルは
ネットワーク層のトラブルだ」などと言う
場合があります。これも OSI 参照モデル
に基づいています。
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図1.1　OSI 参照モデルの階層構造



TCP/IPの階層構造と各階層に含まれる主なプロトコルにつ
いて解説します。

1.2
TCP/IP の階層構造と
プロトコル

 1.2.1 TCP/IP の階層構造

　 TCP/IPは、現在広く一般的に利用されているネットワークアーキテクチャで
す。ネットワークの通信に必要な機能を 4つの階層で考え、各階層の通信プロト
コルを組み合わせて通信を行います。OSI 参照モデルの 7階層に比べて階層を少な
くしているので、シンプルな構成にすることができます。
　次の図にOSI 参照モデルの階層構造と  TCP/IP の階層構造を対比しています。
また、主なTCP/IP のプロトコルをまとめています。

図1.2　OSI 参照モデルとTCP/IP

　この階層の インターネット層以上がTCP/IP のプロトコルです。 ネットワーク
インタフェース層のプロトコルは、LANやWANで自由に利用できます。そのため、
どのような LANやWAN上でもTCP/IP を利用した通信を行うことができます。
TCP/IP のプロトコルは、 IETF（Internet Engineering Task Force）の  RFC
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（Request For Comment）によって規定されています。
　ネットワークの通信の仕組みを考える上で、まず意識しておきたいのは通信の主
体です。ネットワークを利用することで、情報共有や意思疎通を行うことが可能で
す。それにより、業務の効率を向上させることができます。情報共有や意思疎通を
行うために、PCなどにさまざまなアプリケーションをインストールして利用しま
す。ネットワークの通信はアプリケーション間で行われることになります。つまり、
通信の主体はアプリケーションです。
　たとえば、手元の PCからインターネットのWeb サイトを閲覧することについ
て考えてみましょう。通信は手元の PCとWeb サーバ間で行われます。ただ、も
う少し詳しく考えるとPCの Internet Explorer や Firefox などのWebブラウザと、
WebサーバのApacheやIISといったWebサーバアプリケーション間で通信を行っ
ています。

図1.3　Webサイトの閲覧の様子

　電子メールも同様です。電子メールの送受信はWindows メールやThunderbird
などの PCのメールソフトとメールサーバのメールサーバアプリケーション間で通
信を行っています。
　こうしたアプリケーション間の通信の決まり事が アプリケーションプロトコルで
す。Webサイトの閲覧であれば、アプリケーションプロトコルとして HTTP（Hyper 
Text Transfer Protocol）を利用します。電子メールであれば、 SMTP（Simple 
Mail Transfer Protocol）や  POP3（Post Offi  ce Protocol version 3）を利用します。
これらのアプリケーションプロトコルは、アプリケーション間で送受信するデータ
のフォーマットや手順などを規定しています。
　アプリケーション層の下位に位置するプロトコルは、アプリケーション間の通信
のデータを転送することが主な役割です。PCとWeb サーバは、別々のネットワー
クに接続されています。間のネットワーク構成もさまざまです。1つの PC内には
複数のアプリケーションが動作していることもあります。そのような環境で、特定
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のアプリケーション間のデータを正しく送り届けるためにアプリケーション層以下
の トランスポート層、 ネットワーク層、 ネットワークインタフェース層があります。

図1.4　アプリケーション層とその下位層の役割

 1.2.2 プロトコルの役割

　TCP/IP の各階層に含まれる通信プロトコルは数多く存在します。英単語の頭文
字をとったたくさんの通信プロトコルがあるということが、ネットワーク技術の勉
強を難しくしている 1つの要因でしょう。ですが、それら 1つひとつのプロトコル
の役割をしっかりと意識すれば難しいことはありません。
　本書では、たくさんの通信プロトコルをその役割から次の3つに分類して考えます。
　

・ 1. 転送プロトコル
・ 2. 制御・管理プロトコル
・ 3. アプリケーションプロトコル

　
　以降で、この 3つの通信プロトコルの役割について見ていきましょう。
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● ● 1. 転送プロトコル

　 転送プロトコルは、その名前の通り「データを転送するための通信プロトコル」
です。階層ごとに通信経路を作成して、データを転送します。階層ごとの転送プロ
トコルによって、データの転送を扱う範囲が異なります。 トランスポート層の転送
プロトコルによって、コンピュータで動作するアプリケーション間でデータを転送
することができます。そして、 インターネット層の転送プロトコルによって、コン
ピュータ間でデータを転送することができます。また、 ネットワークインタフェー
ス層の転送プロトコルによって、同じネットワーク内でのデータの転送を行うこと
ができます。アプリケーションで扱うデータは、「トランスポート層」、「インターネッ
ト層」、「ネットワークインタフェース層」の転送プロトコルを組み合わせて、アプ
リケーション間でやり取りできるようになります。
　アプリケーションで扱うデータに、各階層の転送プロトコルの制御情報である
ヘッダを付加して、ネットワーク上に送信します。これがネットワーク上で転送さ
れていき、最終的に目的のアプリケーションにデータを送り届けることができるよ
うになります。
　次の図1.5に、階層ごとの転送プロトコルによるデータ転送を簡単にまとめています。

図1.5　 階層ごとの転送プロトコルの概要
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　こうした転送プロトコルには、コネクション型プロトコルとコネクションレスプ
ロトコルの種類があります。
　 コネクション型プロトコルは、データを転送する前に通信経路（ コネクション）
を確立して送信先と通信できることをきちんと確認した上で、データの転送を行い
ます。データを受信すると、受信したことを送信元に通知する確認応答を返します。
もしデータの転送がうまくいかなければ、データの再送を行うなどの制御が可能で
す。そのため、コネクション型プロトコルを利用すれば、信頼性の高いデータの転
送を行うことができます。一方、コネクション型プロトコルでは、実際のデータ転
送以外にさまざまな制御情報のやり取りの処理が必要です。データ転送以外の制御
情報や処理を オーバーヘッドと呼びます。オーバーヘッドが大きくなると、データ
転送の効率があまりよくありません。
　 コネクションレス型プロトコルは、データを送信する前に通信経路（コネクショ
ン）を作成しません。単純に送信先にデータを送信します。それが、ネットワーク
上を転送されることで送信元と送信先との間で結果として通信経路ができることに
なります。
　コネクションレス型プロトコルは、コネクション型プロトコルに比べると、デー
タ転送にともなうオーバーヘッダが非常に少なくなります。そのため、シンプルで
効率的なデータ転送を行うことができます。一方、あらかじめコネクションの確立
を行わないので、必ず送信先と通信できるとは限りません。また、データの再送制
御などの機能がないことがほとんどです。つまり、データ転送の信頼はあまり高く
ありません。
　
　コネクション型プロトコルとコネクションレス型プロトコルのメリットとデメ
リットをあらためてまとめましょう。

表1.1 コネクション型プロトコルとコネクションレス型プロトコル

メリット デメリット

コネクション型
プロトコル

信頼性が高いデータ転送が可能
オーバーヘッドが大きくなり、
データ転送の効率が悪い

コネクションレス型
プロトコル

オーバーヘッドが小さく効率の
よいデータ転送ができる

データ転送の信頼性があまり高
くない

　表 1.1 のメリット・デメリットを考えると、コネクション型プロトコルとコネク
ションレス型プロトコルのどちらか一方が優れているわけではありません。アプリ
ケーションによって、そのデータがどのように転送されればよいのかが異なります。
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信頼性が必要なアプリケーションもあれば、信頼性よりも効率よくたくさんのデー
タを転送しなければいけないアプリケーションもあります。そのため、アプリケー
ションに応じて、コネクション型プロトコルかコネクションレス型プロトコルを使
い分けます。
　データ転送の信頼性が必要ならば、コネクション型プロトコルでアプリケーショ
ンのデータを転送します。信頼性よりも効率よくデータを転送する必要があれば、
コネクションレス型プロトコルでアプリケーションのデータを転送します。
　データの信頼性が必要なアプリケーションの一例は「 Web ブラウザ」です。
Web サイトのHTMLファイルや画像ファイルは、いくつかに分割されて転送され
ます。それらの一部が正しく転送されなければ、元のHTMLファイルや画像ファ
イルを再構成できません。そのため、エラーが発生したら再送するなど信頼性の高
いデータ転送が必要です。
　信頼性よりも効率性を重視するアプリケーションの一例は「 IP 電話」です。多
くの IP 電話では、20 ミリ秒ごとの音声を次々にネットワーク上に転送します。つ
まり、1秒間に 50 個の音声データをネットワーク上に転送します。そのため、余
計な手順を省いたシンプルで効率のよいデータ転送が必要です。
　コネクション型の転送プロトコルとして、TCP/IP のトランスポート層に位置す
る  TCPがあります。前述のように、アプリケーションでデータ転送の信頼性が必
要な場合はトランスポート層のプロトコルとしてTCPを利用します。
　そして、コネクションレス型の転送プロトコルとしてトランスポート層に  UDP
があります。IP 電話の音声データはUDPを利用しています。またインターネット
層の IP も、コネクションレス型の転送プロトコルです。

● ● 2. 制御・管理プロトコル

　TCP/IP ネットワーク上で、いきなりアプリケーションのデータを転送プロトコ
ルで転送できるわけではありません。さまざまな準備や制御が必要です。ここでは、
TCP/IP ネットワーク上で正常に通信を行うための準備や制御を行うためのプロト
コルを 制御・管理プロトコルとして考えていきます。
　制御・管理プロトコルにはさまざまな機能を持つプロトコルがありますが、ここ
では主なものを紹介します。
　TCP/IP ネットワーク上で通信するためには、次のような前提があります。

・ 正しく TCP/IP の設定がされていること
・ 経路上のルータでルーティングの設定が正しく完了していること
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　前ページの前提条件を満たすための制御・管理プロトコルには次のものがあります。

・ DHCP
・ ルーティングプロトコル

図1.6　TCP/IP ネットワークで通信するための前提

　 DHCP（Dynamic Host Confi guration Protocol）によって、PC に自動的に IP
アドレスの付与をはじめとして、TCP/IP で必要な設定を行うことができます。ま
た、 ルータ間で ルーティングプロトコルを利用すれば、ルーティングに必要なルー
ティングテーブルを自動的に作成することができます（ 1.4節参照）。
　他にも通信を行うための制御・管理プロトコルがあります。これらを利用するこ
とで、正常にネットワーク上のアプリケーション間の通信を実現することができる
ようになります。

● ● 3. アプリケーションプロトコル

　ネットワーク上で利用するアプリケーションでのデータのやり取りを規定してい
るのが アプリケーションプロトコルです。多くのアプリケーションが存在するので、
アプリケーションプロトコルもさまざまなものがあります。
　以降で、アプリケーションプロトコルの例として、Web サイトを閲覧する際に
利用するHTTPについて概要を解説します。
　 HTTP（Hyper Text Transfer Protocol）とは、Web アクセスを行うためのプ
ロトコルです。Web アクセスは電子メールと並んで最も一般的なインターネット
アプリケーションです。Web サーバとクライアントコンピュータはHTTPによっ
て、ハイパーテキストを転送し、Web アクセスを実現します。ハイパーテキスト
とは構造化された文書で、文書内のリンクから他の文書へ移動することができるも
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のです。ハイパーテキストを記述する言語が  HTML（Hyper Text Markup 
Language）です。HTTPは TCP/IP アプリケーション層プロトコルで、下位のト
ランスポート層にTCPを利用し、ポート番号は80番です。

　Web アクセスの全体的な流れは次のような 5つのステップで考えることができ
ます。

図1.7　Webアクセスの流れ

　１）ユーザがWeb ブラウザにURL（Web サイトのアドレス）を入力する
 ユーザがWeb ブラウザのアドレス欄にURL を入力したり、リンクをクリッ
クすることによって、Web アクセスがはじまります。

　２ ）Web ブラウザがHTTP リクエストをURL で指定されたWeb サーバへ送信
する
 Web ブラウザが URL からリクエストを送信すべきWeb サーバを DNS
（Domain Name System）によって判断します。DNS でWeb サーバの IP ア
ドレスがわかれば、TCPコネクションを確立してからHTTPリクエストをそ
のWeb サーバへ送信します。

　３ ）Web サーバがリクエストを解析する
 HTTP リクエストを受信したWeb サーバはそのリクエスト内容を解析しま
す。

　４ ） Web サーバがHTTP レスポンスと要求されたファイルをWeb ブラウザへ
返信する
 HTTP レスポンスとして、Web ブラウザから要求されたファイルを返信しま
す。通常、このファイルはHTMLで記述されたHTMLファイルです。もし、
該当するファイルがなかったりエラーが発生したりする場合は、エラーの内
容をWeb ブラウザに返信します。
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　５）Web ブラウザが受信したデータを解析して表示する
 Web サーバからのHTMLファイルを受信したWeb ブラウザはHTMLを解
析し、その内容をWeb ブラウザ上に表示します。

　
　以上のように、Web アクセスとはHTTPを利用したWeb ブラウザとWeb サー
バ間でのファイル転送であるということがわかります。
　

● ●通信プロトコルの役割のまとめ

　ここまで通信プロトコルを 3つの役割に分類して考えてきました。図 1.2 に挙げ
たTCP/IP の代表的なプロトコルについて、3つの役割で分類すると次のようにな
ります。

図1.8　TCP/IP の主なプロトコルの分類

　アプリケーション層のプロトコルが  必ずしも アプリケーションプロトコルである
とは限らないことに注意してください。アプリケーション層のDNS や DHCP は
TCP/IP ネットワーク上での通信を補佐するためのプロトコルです。また、RIP や
BGPはルーティングで利用するルーティングプロトコルです。
　ここに挙げた以外にもさまざまなプロトコルがあります。それらのプロトコルに
ついて 3つの役割のどれに相当するかを考えれば、理解を早めることができるで
しょう。
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 1.2.3 データの呼び方

　プロトコルが位置する階層によって データの呼び方が異なります。データの呼び
方とプロトコルの階層、主な例をまとめたものが次の表です。

表1.2　データの呼び方

データの呼び方 プロトコルの階層 主な例

 メッセージ（message） 主にアプリケーション層 HTTPメッセージ

 セグメント（segment） 主にトランスポート層 TCPセグメント

 データグラム（datagram）
主にトランスポート層 /
ネットワーク層

UDPデータグラム、
IP データグラム

 パケット（packet） 主にネットワーク層 IP データグラム

 フレーム（frame） 主にデータリンク層 イーサネットフレーム

　　
　このように、データの呼び方を使い分けることで、その通信プロトコルが対称とし
ている階層を明確にすることができます。ただし、こうしたデータの呼び方はあくま
でも目安として考えてください。厳密な使い分けをしているわけではありません。
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TCP/IPネットワーク上でホストを識別するための情報であ
るIPアドレスについて、現在幅広く利用されているIPv4を
中心に解説します（IPv6については1.5節参照）。

1.3
IP アドレス

 1.3.1 IP アドレスとは

　TCP/IP ネットワークで通信する PC（パソコン）やサーバ、ルータなどのネッ
トワーク機器を総称して ホストと呼びます。そしてそのホストを識別するための
32 ビット（ IPv4）もしくは 128 ビット（ IPv6 1.5節参照）の識別情報が  IP アド
レスです。ルータなどのネットワーク機器は複数のインタフェースで通信を行うこ
とがあるので、正確には IP アドレスによってインタフェースを識別します。
　下記の図のように、インタフェースに IP アドレスを設定することで、IP による
通信を行うことができます。逆に、IP アドレスのふられていないホストはTCP/IP
ネットワーク通信を行うことができません。ネットワーク上でホストを識別できる
IP アドレスが必ず割り振られていることになります（異なるネットワークをつな
ぐ装置である ルータは異なる 2つの IP アドレスを持っています 1.4節参照）。以
降、現在一般的な IPv4を例に解説します。

図1.9　IPアドレスの設定

　IPv4 の IP アドレスは 32 ビットなので、「0」「1」のビットが 32 個並ぶことにな
ります。人間にとってビットの羅列は非常にわかりにくくなってしまいます。その
ため、通常、IP アドレスは ドット付き10進表記を行います。
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　ドット付き10進表記は、32ビットを8ビットずつ10進数に変換して表記します。
8 ビットの区切りとして「.（ドット）」を用います。たとえば、「192.168.1.1」や
「10.254.1.100」のように表記します。各数値は 8ビット（28）なので、0～ 255 の
範囲です。「10.256.1.2」などのように、255 を超えるような数値を使っている IP ア
ドレスは正しい IP アドレスではありません。

● ●通信用途による分類

　また、IP アドレスは通信の用途によって、次の 3種類に分類できます。
　

・  ユニキャストアドレス
・  ブロードキャストアドレス
・  マルチキャストアドレス

　ユニキャストは「1対 1」の通信です。PCやルータなどのインタフェースに設
定する IP アドレスはユニキャストアドレスです。通信したいホストに設定されて
いるユニキャストアドレスを送信先 IP アドレスとして指定することで、1対 1 の
通信を行うことができます。

図1.10　ユニキャスト

　ブロードキャストとマルチキャストは「1対多」の通信です（図 1.11）。ブロー
ドキャストの送信先は同一ネットワーク上のすべてのホストです。そして、マルチ
キャストの送信先は同じアプリケーションを動作させているなど何らかの特徴に
よってグループ化されたホストです。
　ブロードキャストアドレスを送信先 IP アドレスとして指定することで、ブロー
ドキャストの通信ができます。同様に、マルチキャストアドレスを送信先 IP アド
レスとして指定することでマルチキャストの通信ができます。ブロードキャストア
ドレスやマルチキャストアドレスをインタフェースに設定することはできません。
また、送信元 IP アドレスとしてブロードキャストアドレスやマルチキャストアド
レスが指定されることもありません。
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図1.11　ブロードキャストとマルチキャスト

● ●有効範囲による分類

　そして、IP アドレスの有効範囲によって、
　

・ グローバルアドレス
・ プライベートアドレス
・ リンクローカルアドレス

　
に分類することができます。
　 グローバルアドレスは、インターネット全体で重複しない一意の IP アドレスで、
インターネット全体で有効です。インターネットで通信するためにはグローバルア
ドレスが必要です。一方、 プライベートアドレスは企業 LANや家庭内 LANなど
他の組織のネットワークと接続しない範囲でのみ有効です。 リンクローカルアドレ
スは、同じネットワーク内でのみ有効な IP アドレスです。
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● ●ネットワーク規模による分類

　さらに、ユニキャストアドレスはネットワークの規模によって

・  クラスA
・  クラスB
・  クラスC

に分類できます。クラスAが最も大規模なネットワークです。以降、クラス B、
クラスCと続きます。
　次の図は、通信の用途と有効範囲、規模についての分類をまとめているものです。

図1.12　IPアドレスの分類のまとめ

　ここには、ブロードキャストアドレスが含まれていません。用途として、ブロー
ドキャストとマルチキャストを分けて説明しています。しかし、本質的にはブロー
ドキャストの通信はマルチキャストの通信の一部です。ブロードキャストは、同じ
ネットワーク上に接続されているという特徴を持つグループに対するマルチキャス
トの通信です。IPv6 では、アドレスの用途としてブロードキャストアドレスはマ
ルチキャストアドレスの一部に含まれるようになっています。
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 1.3.2 IP アドレスの構成

　TCP/IP ネットワークは、たくさんのネットワークがルータによって相互接続さ
れて構成されています。ホストを識別するにはまず、そのホストがどのネットワー
クに接続されているかがわからないといけません。そのため、 IP アドレスの構成
は次のようになります。
　

IP アドレス =  ネットワークアドレス +  ホストアドレス

　32 ビットの IP アドレスをネットワークアドレスとホストアドレスに分けて考え
ます。

・前半のネットワークアドレスで、ネットワークを識別します。
・ 後半のホストアドレス、でネットワーク内のどのホスト（インタフェース）
であるかを識別します。

　
　また、ネットワークアドレスとホストアドレスをビットで考えたときに、すべて
のビットが「0」または「1」になるような IP アドレスは利用できないというルー
ルがあります。ネットワークアドレスまたはホストアドレスのビットがすべて「0」
やすべて「1」になるような IP アドレスは、特別な用途に予約されています。たと
えば、ホストアドレスについてすべてビット「0」とビット「1」は、次のような用
途で使います。
　

・ ホストアドレスのビットすべて「0」: ネットワークアドレス
・ ホストアドレスのビットすべて「1」: ブロードキャストアドレス

図1.13　ホストアドレスの特別な用途（クラスCの場合）
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